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大 そうけ ちん ぼな 和尚さん が ありました。 何 かよ そ 

から もらっても、 いつでも 自分 一人でば かり 食べて、 

小僧に は 一 つも くれませんでした。 小僧 は それ をく や 

しがって、 いっかす きを 見つけて、 和尚さん から、 お 

いしい もの を 召し上げて やろうと 考 えてい ました。 

ある 日和 尚さん は 檀家から、 大 そうお いしい あめ を 

もらいました。 和尚さん は その あめ をつ ぼの 中に 入れ 

て、 そっと 仏壇の 下に かくして、 ないしょで 独りでな 

めて いました。 



とても 助かりません。 死んだ あと は、 かわい そうだと 

おも きょう よ くだ 

思って、 お経の 一 つも 読んで 下さい ご 

と い いました。 

おしょう みょう 

和尚さん は、 だしぬけに 妙な こと をい われて、 びつ 

くりし ました。 

こぞう こぞう 

「小僧、 小僧、 いったい どうしたの だ ご 

おしょう ゆ の あら 

「きょう、 和尚さん のたい じな お湯 飲み を 洗って いま 

ねこ き 

すと、 いきな リ 猫が じゃれ かかって 来て、 その ひょう 

て .a のお 

しに 手 を すべらして、 お湯 飲み を 落として こわして し 

まいました。 もうこれ は 死んで 申し わけ をす るより ほ 

おも どくやく だ のこ 

か はない と 思って、 つぼの 中の 毒薬 を 出して、 残らず 



うご 

こま なに 

と、 困って ベ そ を かきました。 する うち、 ふと 何 か 

お も じゅう ま ， - 

思いついた とみえて、 いきなりお 重箱 を かかえて、 

ほんどう か だ ごほんぞん あみだ 

本堂へ 駆け出して 行きました。 そして 御本尊の 阿弥陀 

さまのお 口の まわりに、 重箱の ふちに たまった あん 

こ を、 指で かきよせて は、 こて こてと ぬりつけました _ 

じゅうばこ あみだ まえ お へや かえ 

そして 重箱 を 阿弥陀 さまの 前に 置いて、 部屋に 帰つ 

き し かお きょうよ 

て 来て、 知らん顔 をして お経 を 読んで いました。 

おしょう かえ き こぞう 

しばらく すると、 和尚さん は 帰って来て、 小僧に、 

「留守に だれも 来なかった かご 

とたず ねました。 



こぞう た 

「これこれ、 小僧。 きさまが 食べた の だな ご 

おしょう こえ 

と、 和尚さん は 大きな 声で どなりつけました。 する 

こ そ う き 

と 小僧 はすまして、 のこのこ やって来て、 

「へええ、 とんでもない、 そんな ことがある ものです 

ゝ o _ 

力 」 

み 

といいながら、 そこら を きょろきょろ 見 まわして、 

ごほんぞん かなぶ つ あ 

「ああ、 わかりました。 御本尊の 金仏 さまが 上がった 

のです。 ほら、 あのと おりお 口の はたに、 あんこが いつ 

ぱいつ いています ご 

おしょう み 

と、 こういうと、 和尚さん は それ を 貝て、 

ぎょうぎ かなぶ つ 

「なるほど あんこが ついている。 お 行儀の わるい 金仏 



こぞう こま かお 

すると 小僧 は 困った 顔 をして、 

「たたいた ぐらいで は 白状し ません よ。 釜う でに し 

てお やん なさい ご 

かま ゆ 

といい ました。 そこで 大きな お釜に いっぱい お湯 を 

わ かなぶつ こ ま 

沸かして、 金仏 さま を ほうり 込みました。 すると 間 も 

ゆう 

なく、 お湯 〔# ルビの 「ゆう」 は ママ〕 が ぐらぐら にた 

ぎ つ てきて、 

「くった、 くった、 くった。」 

と いいました。 

おしょう はくじょう 

「そら ごらんなさい、 和尚さん。 とうとう 白状し ま 

したよ ご 



と、 ^僧さん はとく いらし くいいました 
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